
 
第
十
節 

交
通
・
通
信 

一 

海
上
交
通 

 

奄
美
群
島
は
地
理
的
に
不
便
で
台
風
常
襲
地
帯
で
あ
る
こ
と
な 

ど
の
特
殊
事
情
が
あ
り
、
地
方
支
弁
に
係
る
事
業
に
お
い
て
も
本 

土
と
異
な
る
こ
と
の
理
由
で
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
昭
和
十
五
年 

ま
で
は
県
財
政
に
お
い
て
「
大
島
郡
経
済
」
と
し
て
独
立
財
政
の 

取
り
扱
い
を
受
け
、
県
本
土
と
分
離
し
た
予
算
が
施
行
さ
れ
て
い 

た
が
、
翌
十
六
年
か
ら
そ
の
区
分
は
廃
止
さ
れ
県
一
般
会
計
に
編 

入
さ
れ
た
。 

 

群
島
経
済
建
て
直
し
の
た
め
、
昭
和
四
年
に
「
大
島
郡
産
業
助 

成
五
か
年
計
画
（
実
際
は
六
年
）」
が
樹
立
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和 

十
年
か
ら
十
九
年
ま
で
の
十
ヵ
年
間
の
大
島
郡
振
興
計
画
が
樹
立 

さ
れ
て
、
名
瀬
港
や
亀
徳
港
・
和
泊
港
の
修
築
な
ど
基
礎
的
な
施 

設
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

      

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
横
暴
に
対
し
て
郡
民
の
憤
り
は
激
し
く
、 

会
社
に
改
善
要
求
を
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ 

る
。 

 

昭
和
五
年
八
月
、
こ
れ
を
見
兼
ね
た
竜
郷
村
出
身
の
川
畑
當
築 

が
川
畑
汽
船
株
式
会
社
を
創
設
し
、
汽
船
平
壌
丸(

千
九
十
ト
ン
） 

を
購
入
し
て
阪
神
と
奄
美
各
島
間
に
就
航
さ
せ
た
。
当
時
、
徳
之 

島
・
沖
永
良
部
・
与
論
か
ら
阪
神
に
行
く
に
は
名
瀬
ま
で
行
っ
て 

阪
神
行
き
の
船
を
待
つ
か
、
鹿
児
島
か
ら
汽
車
で
行
く
し
か
な 

か
っ
た
の
で
、
平
壌
丸
の
就
航
は
「
郡
民
の
船
来
る
」
と
し
て
大 

歓
迎
さ
れ
た
。
特
に
徳
之
島
・
沖
永
良
部
・
与
論
出
身
の
乗
組
員 

が
多
か
っ
た
こ
と
、
大
阪
商
船
よ
り
も
運
賃
が
安
か
っ
た
こ
と
、 

サ
ー
ビ
ス
が
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
で
郡
民
は
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
を
利 

用
し
、
徳
之
島
で
は
平
壌
丸
が
姿
を
現
す
と
、
小
旗
を
打
ち
振
り 

な
が
ら
「
千
と
二
百
の
平
壌
丸
は
、
神
の
め
ぐ
み
の
助
け
船
」
と 

串
本
節
の
替
え
歌
を
斉
唱
し
て
こ
れ
を
歓
迎
す
る
な
ど
熱
狂
的
と 

も
い
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

 

い
っ
ぽ
う
、
関
西
で
も
郡
出
身
の
青
年
団
が
、
大
阪
商
船
ボ
イ 

コ
ッ
ト
、
川
畑
汽
船
支
援
を
呼
び
か
け
て
大
阪
商
船
を
ゆ
さ
ぶ
っ 

た
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
を
大
阪
商
船
が
黙
っ
て
見
過
ご
す
は
ず
は
な 

 

し
か
し
、
途
中
日
華
事
変
が
起
こ
り
、
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
が 

激
化
し
た
た
め
国
の
財
政
支
出
が
減
尐
し
、
事
業
費
は
計
画
額
千 

八
百
万
円
の
う
ち
六
百
五
十
八
万
円
（
三
十
六
％
）
し
か
実
施
さ 

れ
ず
、
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
人
件
費
で
占
め
た
た
め
、
群
島
経 

済
の
根
本
的
建
て
直
し
は
行
わ
れ
な
い
ま
ま
戦
災
で
壊
滅
的
打
撃 

を
受
け
終
戦
と
な
っ
た
。（
県
史
四
巻
） 

  

い
っ
ぽ
う
海
運
界
は
、
大
正
九
年
ご
ろ
か
ら
続
い
た
不
況
で
倒 

産
が
相
次
ぎ
大
阪
商
船
の
独
占
時
代
と
な
っ
た
。
航
路
を
独
占
し 

た
大
阪
商
船
は
奄
美
航
路
を
最
高
の
「
金
蔵
」
航
路
と
見
て
利
潤 

追
求
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
し
か
も
船
員
の
乗
客
に
対
す
る
態
度 

は
横
暴
で
、
特
に
三
等
室
な
ど
は
豚
小
屋
同
然
、
人
間
扱
い
で
は 

な
か
っ
た
。 

 

昭
和
五
、
六
年
ご
ろ
の
汽
船
で
最
も
利
用
の
多
か
っ
た
三
等
室 

は
上
下
二
段
に
仕
切
ら
れ
、
座
れ
ば
頭
が
天
井
に
つ
く
ほ
ど
の
低 

さ
で
、
し
か
も
照
明
も
換
気
設
備
も
な
く
う
す
暗
い
船
室
が
船
腹 

の
両
側
に
並
び
客
室
の
中
央
に
は
船
倉
が
あ
っ
て
ク
レ
ー
ン
に
よ 

る
荷
物
の
上
げ
下
ろ
し
で
ほ
こ
り
が
立
ち
こ
め
、
ま
た
船
倉
か
ら 

の
臭
気
が
室
内
に
た
だ
よ
い
、
船
酔
い
に
よ
る
お
う
吐
物
の
臭
気 

も
加
わ
っ
て
、
現
在
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
み
じ
め
な
船
旅
で 

      

か
っ
た
。
大
阪
商
船
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
八
百
～
千
ト
ン
組
の
宮 

古
丸
・
久
吉
丸
・
正
吉
丸
を
交
互
に
運
航
し
、
運
賃
を
半
額
に
し
、 

さ
ら
に
四
分
の
一
、
最
後
に
は
名
瀬
―
鹿
児
島
―
阪
神
間
を
無
料 

に
し
た
う
え
、
浴
衣
一
枚
あ
る
い
は
こ
う
も
り
傘
一
本
を
景
品
と 

し
て
乗
客
に
与
え
る
ま
で
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。 

 

こ
う
な
る
と
弱
小
資
本
の
川
畑
汽
船
に
勝
ち
目
の
な
い
こ
と
は 

火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
南
三
島
（
徳
之
島
・ 

沖
永
良
部
・
与
論
）
で
川
畑
汽
船
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
が
進 

め
ら
れ
た
。
ま
ず
、
大
島
汽
船
の
大
株
主
で
そ
の
所
持
船
、「
東 

成
丸
」を
大
阪
商
船
に
委
託
経
営
さ
せ
て
い
る
大
島
信
用
組
合
に
、 

貨
物
の
半
分
は
平
壌
丸
に
積
む
よ
う
要
請
す
る
こ
と
に
し
た
。
特 

に
沖
永
良
部
で
は
、
和
泊
・
知
名
両
村
が
一
丸
と
な
っ
て
振
興
会 

を
つ
く
り
、
要
求
が
入
れ
ら
れ
な
い
場
合
は
信
用
組
合
か
ら
脱
退 

も
辞
さ
な
い
と
い
う
決
意
で
あ
っ
た
。
当
時
の
信
用
組
合
の
預
金 

高
は
二
十
七
万
円
、
う
ち
過
半
の
十
六
万
円
余
が
沖
永
良
部
両
村 

か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
和
泊
・
知
名
両
村
が
脱
退
す
る
と 

大
き
な
打
撃
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
大
島
信
用
組
合
と
し
て
は
支
援
で
き
な
い
事
情
が 

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
島
信
用
組
合
が
東
成
丸
委 

託
先
で
あ
る
大
阪
商
船
か
ら
年
四
～
五
千
円
の
利
益
配
当
を
受
け 
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て
い
た
こ
と
、
ま
た
大
島
汽
船
の
株
三
千
（
約
九
万
円
）
を
所
持 

し
て
お
り
、
東
成
丸
が
委
託
経
営
を
解
か
れ
る
と
大
株
主
で
あ
る 

信
用
組
合
が
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
と
き
、
ま
た
一
つ
問
題
が
起
き
た
。
奄
美
汽
船
株
式
会
社 

が
創
設
さ
れ
、
瑞
鳳
丸
（
千
二
百
ト
ン
）
が
奄
美
航
路
に
登
場
し 

た
こ
と
で
あ
る
。 

 

奄
美
汽
船
側
で
は
、
平
壌
丸
だ
け
で
は
郡
民
の
需
要
を
満
た
す 

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
い
、
川
畑
汽
船
側
で
は
郡
民
が
瑞
鳳
丸
を 

支
持
す
る
か
否
か
疑
問
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
両
船
と 

も
大
阪
商
船
の
運
賃
値
引
き
に
対
抗
し
て
値
引
き
せ
ざ
る
を
得
な 

く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
熱
狂
的
な
支
持
を
し
て
い
た 

郡
民
の
心
が
そ
ろ
わ
ず
、
川
畑
汽
船
の
経
営
は
悪
化
し
、
つ
い
に 

昭
和
六
年
十
月
わ
ず
か
一
年
四
ヵ
月
で
倒
産
し
た
。 

 

そ
の
こ
ろ
沖
縄
航
路
に
は
、
大
阪
―
鹿
児
島
―
大
島
各
島
―
那 

覇
間
に
嘉
義
丸
（
二
千
五
百
ト
ン
）、
鹿
児
島
―
名
瀬
―
那
覇
間 

に
開
城
丸
（
千
八
百
ト
ン
）
が
就
航
し
て
い
た
。 

 

ま
た
離
島
航
路
に
は
、
厦
門
丸
（
七
百
ト
ン
）
が
鹿
児
島
―
大 

島
各
島
間
を
月
四
回
定
期
航
海
し
、
ほ
か
に
宮
古
丸
・
久
吉
丸
・ 

正
吉
丸
・
昭
勢
丸
な
ど
が
不
定
期
に
航
海
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の 

船
は
昭
和
十
六
年
ご
ろ
か
ら
大
東
亜
戦
争
の
た
め
に
漸
次
軍
事
徴 

                          

用
さ
れ
、
正
吉
丸
は
古
仁
屋
で
、
宮
古
丸
は
面
縄
南
方
海
上
で
米 

潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和
二
十
年
の
終
戦
ま
で
に
大
型 

船
は
ま
っ
た
く
な
く
な
り
、
海
運
は
空
白
状
態
と
な
っ
た
。 

 

な
お
、
数
え
歌
に
ま
で
歌
わ
れ
た
東
成
丸
は
昭
和
六
年
十
月
徳 

之
島
の
平
土
野
港
で
沈
没
し
、
代
わ
っ
て
奄
美
丸
が
就
航
し
た
の 

で
あ
る
。 

 

昭
和
五
年
、
東
成
丸
に
係
る
次
の
事
故
が
起
き
て
い
る
。 

 

東
成
丸
で
小
米
港
か
ら
沖
縄
に
向
っ
た
山
口
鹿
児
島
県
知
事
、 

小
林
大
島
支
庁
長
を
見
送
っ
て
の
帰
り
、
小
米
港
口
に
於
て
は
し 

け
が
転
覆
し
、
県
議
沖
元
綱
翁
、
清
藤
沖
永
良
部
警
察
署
長
、
外 

五
名
が
溺
死
し
た
。
吉
松
知
名
村
長
は
沖
縄
在
の
小
林
支
庁
長
あ 

て
次
の
電
報
を
送
っ
て
い
る
。「
ミ
オ
ク
リ
ノ
ト
キ
、
ハ
シ
ケ
テ 

ン
プ
ク
シ
、
オ
キ
ゲ
ン
コ
ウ
キ
ヨ
フ
ジ
シ
ョ
チ
ョ
ウ
ホ
カ
五
名 

ユ
ク
エ
フ
メ
イ
ト
ナ
リ
、
ソ
ウ
サ
ク
チ
ュ
ウ
」 

  

昭
和
十
年
ご
ろ
の
命
令
航
路
（
補
助
航
路
）
は
別
表
の
と
お
り 

で
あ
る
が
、
当
時
は
各
島
の
陸
上
交
通
が
不
便
な
た
め
寄
港
地
が 

多
く
、
し
か
も
船
足
が
遅
く
月
間
航
海
数
も
尐
な
か
っ
た
。 

 

な
お
、
ハ
シ
ケ
の
航
路
標
識
と
し
て
、
沖
合
い
（
フ
ー
グ
チ
） 

の
一
号
瀬シ

・
二
号
瀬シ

（
そ
の
間
は
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
）
に
水ミ

脉ヨ
ウ 

      

木ギ

（
枝
を
つ
け
た
ま
ま
の
松
の
木
、
直
径
十
五
セ
ン
チ
、
高
さ
五 

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
）
を
立
て
、
ハ
シ
ケ
は
、
長
浜
に
立
っ
て
い
る 

導
標
二
本
（
木
で
や
ぐ
ら
を
立
て
本
船
入
港
時
に
「
船ヒ

ナ

ラ
ン
プ
」 

を
と
も
す
）
を
目
印
に
、
水
脉

ミ
ヨ
ウ

木ギ

の
間
を
通
っ
て
湾
内
に
入
り
、 

そ
れ
か
ら
後
は
真
っ
暗
な
海
を
感
で
桟
橋
ま
で
こ
い
で
い
た
の 

で
、
乗
客
は
浅
瀬
に
の
り
上
げ
て
転
覆
す
る
の
で
は
な
い
か
と
ひ 

や
ひ
や
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

当
時
の
ハ
シ
ケ
は
三
～
四
ト
ン
、
通
常
の
下
り
客
は
十
四
、
五 

名
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
日
当
は
六
十
銭
く
ら
い
、
荷
物
取
り 

船
は
四
十
～
五
十
銭
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
本
船
と
陸
と
の
連
絡
は
櫓ろ

こ
ぎ
（
七
丁
櫓ろ

）
の
ハ
シ
ケ
で 

あ
っ
た
が
、
各
店
々
が
所
有
し
て
い
た
十
数
隻
の
ハ
シ
ケ
が
、
昭 

和
九
年
ご
ろ
の
大
き
な
台
風
で
四
、
五
隻
を
残
し
て
大
破
し
た
。 

こ
れ
を
見
兼
ね
た
当
時
の
警
察
署
長
が
、
従
前
ど
お
り
各
店
が
ハ 

シ
ケ
を
造
る
こ
と
は
大
変
だ
し
、
ま
た
、
け
ん
か
ご
し
の
荷
役
状 

態
で
は
島し

ま

は
発
展
し
な
い
か
ら
皆
で
は
し
け
組
合
を
つ
く
っ
た 

ら
ど
う
か
と
の
指
導
が
あ
り
、
そ
の
後｢

和
泊
運
送
組
合｣

を
つ
く

っ
た
。 

 

組
合
で
は
大
破
し
た
ハ
シ
ケ
を
組
み
合
わ
せ
た
り
し
て
七
～
八 

隻
の
ハ
シ
ケ
を
確
保
し
て
、
互
い
に
協
調
し
な
が
ら
荷
役
作
業
に 

昭和10～11年ごろの離島航路 

航 路 名 起 終 点・寄 港 地 事 業 者 月間航海数 

大島各島 

航  路 

－ 

亀 

徳 

－ 

古
仁
屋 

－ 

久 

慈 

－ 

瀬
武(

隔
航) 

－ 

西
古
見 

－ 

田 

検 

－ 

名 

瀬 

－ 

鹿
児
島 

     

供 

利 

－ 
 

小 

米 

－ 
 

和 

泊 

－ 
 

鹿 

浦 

－ 
 

平
土
野 

－ 
 

母 

間 

 

 

大阪商船 

(大洋商船･ 

鹿児島郵船 

は中途廃業） 

 

 

 

4 回 以 上 

年52回以上 

 

 

又
は 

赤
佐 

     

又
は 

面
縄 

  

又
は 

山 

（復は名瀬まで往の逆） 
鹿
児
島 

－ 

早 

町 

－ 湾 － 

赤
木
名 

－ 

名 

瀬 

－     
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(往) 



当
た
り
、
み
に
く
い
争
い
ご
と
な
ど
は
な
く
な
っ
た
。
ハ
シ
ケ
大 

工
は
、
鹿
児
島
の
丸
野
金
之
進
と
い
う
人
で
、
現
在
の
福
元
金
物 

店
敷
で
明
治
時
代
か
ら
行
っ
て
い
た
。 

 

こ
れ
よ
り
先
、
明
治
三
十
九
年
ご
ろ
鹿
児
島
に
開
業
し
た
大
阪 

商
船
の
代
理
店
、
池
畑
回
漕
店
は
大
島
各
島
、
沖
縄
ま
で
そ
の
支 

店
を
お
い
て
業
務
を
行
わ
し
め
た
。
和
泊
は
、
沖
元
成
氏
・
松
尾 

璞
元

は
く
げ
ん

氏
ら
で
あ
っ
た
。
な
お
当
時
の
名
残
か
現
在
で
も
運
送
店
の 

こ
と
を
「
池
畑
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。 

二 

陸
上
交
通 

 

昭
和
二
年
沖
永
良
部
に
初
め
て
自
動
車
が
導
入
さ
れ
た
。 

 

「
奄
美
の
自
動
車
史
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
年
鹿
児
島
の
池
畑 

回
漕
店
に
勤
め
て
い
た
知
名
の
安
田
常
氏
が
島
に
帰
る
と
き
、
い 

ち
ば
ん
珍
し
い
も
の
を
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
二
八
年
式
の
四
気 

筒
エ
ン
ジ
ン
、
シ
ボ
レ
ー
ツ
ー
イ
ン
グ
の
オ
ー
プ
ン
カ
ー
を
初
め 

て
沖
永
良
部
に
導
入
し
て
い
る
。
降
ろ
す
と
き
は
ハ
シ
ケ
に
厚
い 

板
を
横
に
並
ベ
ウ
イ
ン
チ
で
つ
り
下
げ
て
降
ろ
し
た
が
、
初
め
て 

の
自
動
車
と
あ
っ
て
遠
い
部
落
か
ら
も
見
物
人
が
集
ま
り
そ
れ
こ 

そ
黒
山
の
よ
う
な
人
だ
か
り
だ
っ
た
。値
段
は
九
百
円
で
あ
っ
た
。 

      

の
運
行
に
は
大
変
危
険
が
多
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
当
時
は
車
の
修
理
も
運
転
手
が
行
っ
て
い
た
。 

 

「
鹿
児
島
県
史
」
に
よ
る
と
こ
の
よ
う
な
道
路
事
情
を
改
善
す 

る
た
め
次
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。 

 

わ
が
国
は
、
昭
和
初
期
の
経
済
恐
慌
に
よ
っ
て
失
業
者
の
激
増 

と
疲
弊
が
そ
の
極
に
達
し
た
農
村
の
救
済
策
と
し
て
、
国
は
匡
救 

土
木
事
業
と
農
村
振
興
事
業
を
全
国
的
に
実
施
し
た
。
大
島
郡
に 

お
い
て
も
匡
救
土
木
事
業
（
昭
和
六
～
九
年
）
と
旱
害
対
策
事
業 

（
昭
和
九
～
十
年
）
が
実
施
さ
れ
、
国
費
で
奄
美
で
十
線
の
道
路 

整
備
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
道
路
は
当
時
そ
の
大
部
分
が
町
村 

道
で
あ
り
、
構
造
規
模
も
貧
弱
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
事
業
の
実
施 

で
道
路
体
系
が
お
お
よ
そ
形
成
さ
れ
、
道
路
事
情
は
大
幅
に
改
善 

さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
十
年
か
ら
は
道
路
法
に
基
づ
く
国
庫
補
助 

事
業
が
始
ま
り
全
国
の
道
路
整
備
が
急
速
に
進
展
す
る
こ
と
と 

な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
「
大
島
郡
郷
土
地
理
」（
昭
和
十
年
五
月
県
立
大
島
中 

学
校
発
行
）
に
は
、
郡
内
の
陸
上
交
通
の
状
況
が
次
の
よ
う
に
記 

さ
れ
て
い
る
。 

 

「
本
郡
の
交
通
は
、
他
地
方
に
比
較
す
れ
ば
甚
だ
不
完
全
で
、 

陸
上
は
島
嶼
で
あ
る
の
と
そ
の
地
形
の
関
係
か
ら
し
て
、
電
車
・ 

安
田
氏
は
安
田
定
期
を
運
行
し
知
名
―
和
泊
間
が
五
十
銭
、
部
落 

間
が
一
区
間
五
銭
で
あ
っ
た
。
続
い
て
三
年
に
瀬
利
覚
の
吉
田
里 

二
氏
が
一
九
二
九
年
式
六
気
筒
、シ
ボ
レ
ー（
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
） 

を
導
入
し
た
。
昭
和
五
年
に
は
安
田
氏
が
乗
り
合
い
自
動
車
と
小 

型
バ
ス
を
、
吉
田
氏
が
貨
物
自
動
車
を
導
入
、
さ
ら
に
六
年
に
は 

田
皆
の
福
留
納
利
氏
が
シ
ボ
レ
ー
ト
ラ
ッ
ク
を
導
入
し
て
運
送
業 

を
始
め
た
。 

 

和
泊
で
は
昭
和
六
年
、
和
泊
の
沖
貞
隆
氏
が
グ
ラ
ハ
ム
ペ
ー
ジ 

ツ
ー
イ
ン
グ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
、
沖
貞
助
氏
が
シ
ボ
レ
ー
の
ト
ラ
ッ 

ク
を
、
ま
た
、
七
年
に
は
和
泊
の
山
口
通
志
氏
が
シ
ボ
レ
ー
ト
ラ
ッ 

ク
を
入
れ
た
こ
と
で
沖
永
良
部
島
内
の
自
動
車
も
十
数
台
を
数
え 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
九
年
に
は
和
泊
の
医
師
、
沖
久 

清
茂
氏
が
乗
用
車
（
Ａ
型
フ
ォ
ー
ド
、
ツ
ー
イ
ン
グ
）
を
買
っ
て 

往
診
に
使
う
よ
う
に
な
り
、
小
さ
な
島
も
一
躍
し
て
自
家
用
車
が 

走
り
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  
し
か
し
、
当
時
の
道
路
は
幅
員
が
一
間
半
か
ら
二
間
し
か
な
く 

し
か
も
赤
土
の
上
に
砂
利
を
薄
く
敷
い
た
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
、 

雨
後
は
土
砂
が
流
れ
て
道
路
真
ん
中
に
溝
が
で
き
た
り
、
あ
る
い 

は
水
た
ま
り
に
め
り
込
ん
だ
り
、
ま
た
路
肩
の
欠
壊
な
ど
自
動
車 

      

汽
車
の
文
化
的
交
通
機
関
は
皆
無
で
、
海
上
も
位
置
の
閔
係
上
、 

全
く
不
便
で
あ
る
。 

 

然
し
文
化
の
発
達
に
伴
い
陸
に
国
道
・
県
道
が
通
じ
奄
美
群
島 

は
与
論
島
の
外
は
皆
自
動
車
の
便
が
あ
り
、
沖
永
良
部
島
は
和
泊 

―
知
名
を
中
心
と
し
て
全
島
を
一
周
し
て
い
る
。
与
論
は
い
ま
だ 

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
い
内
に
其
の
運
び
に
な
る
模
様
で
あ 

る
。」 

と
あ
り
、
地
形
の
平
た
ん
な
沖
永
良
部
島
は
郡
内
の
他
島
よ
り
も 

比
較
的
道
路
整
備
は
進
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

道
路
の
維
持
管
理
も
村
が
各
地
区
ご
と
に
道
路
夫
を
お
い
て
毎 

日
見
回
ら
せ
、
欠
壊
個
所
な
ど
が
あ
れ
ば
村
役
場
へ
連
絡
し
、
村 

役
場
は
地
域
の
区
長
に
指
示
し
て
地
区
民
に
よ
る
道
普
請
を
さ
せ 

て
い
た
。 

  

昭
和
二
年
に
谷
山
の
西
安
則
氏
が
乗
り
合
い
馬
車（
三
人
乗
り
） 

を
谷
山
―
和
泊
間
に
運
行
し
た
が
長
続
き
せ
ず
、
そ
の
後
は
普
通 

の
馬
車
に
切
り
替
え
、
仁
志
の
和
気
西
一
氏
ら
が
毎
日
一
回
定
期 

運
行
し
、
各
店
や
個
人
か
ら
の
買
い
物
、
配
達
な
ど
を
行
っ
た
。 

後
に
王
城
の
伊
村
植
熊
氏
、
瀬
名
の
中
村
生
明
氏
ら
も
同
じ
よ
う 

に
馬
車
を
定
期
運
行
し
た
。 
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こ
の
ほ
か
、
荷
物
の
運
搬
は
牛
馬
に
積
ん
だ
り
、
ヒ
カ
シ
ヤ
マ 

に
積
ん
だ
り
し
て
運
ん
で
い
た
。
医
者
や
産
婆
の
往
診
も
ヒ
カ
シ 

ヤ
マ
で
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
男
は
乗
馬
す
る
者
が
多
か
っ 

た
が
婦
女
子
は
頭
に
物
を
載
せ
、
馬
の
尻
尾

し
つ
ぽ

を
つ
か
ま
え
て
引
か 

れ
な
が
ら
歩
く
光
景
を
よ
く
見
か
け
た
も
の
で
あ
る
。 

 

わ
ら
草
履
を
は
い
て
も
二
～
三
日
で
擦す

り
切
れ
た
の
で
、
は
だ 

し
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。 
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